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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
連続繊維シートを構造物に接合し、その両端を固定する構造物の補強工事に使用される連
続繊維シート固定部材であって、
　前記連続繊維シート固定部材は、前記連続繊維シートの端部を巻き掛けて定着させるた
めのシート巻き掛け部と、前記シート巻き掛け部の連続繊維シート巻き掛け方向に対して
直角方向両脇に設けられているフランジ部とを具備しており、
前記シート巻き掛け部の断面形状は、前記シート巻き掛け部の少なくとも二つの角が滑ら
かな曲面となるような略三角形又は構造物側の面が平面である略楕円形であり、
前記シート巻き掛け部は、構造物側の面と、連続繊維シートの端部を巻き掛けて定着させ
る端部定着面とを有しており、
前記連続繊維シートの端部の前記巻き掛け部への巻き掛け及び定着が、前記端部を残して
前記構造物に接着された前記連続繊維シート上に前記連続繊維シート固定部材を載置した
後、前記端部を前記巻き掛け部に巻き掛けて、その端部定着面に定着することによって行
われ、
前記フランジ部には、前記連続繊維シートの両端の構造物上に固定手段を取り付けて、前
記連続繊維シート固定部材を固定するための貫通孔又は切り欠き部が設けられていること
を特徴とする連続繊維シート固定部材。
【請求項２】
前記連続繊維シートの端部の前記巻き掛け部への巻き掛け及び定着が、前記シート巻き掛
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け部の構造物側の面を前記連続繊維シートに定着させずに行われることを特徴とする、請
求項１に記載の連続繊維シート固定部材。
【請求項３】
前記シート巻き掛け部の構造物側の面に、前記連続繊維シートの通過を許容する程度の幅
及び深さを有する溝が設けられていることを特徴とする請求項１又は２に記載の連続繊維
シート固定部材。
【請求項４】
前記巻き掛け部の前記構造物側の面、及び、前記フランジ部の前記構造物側の面には、前
記連続繊維シート引っ張り方向に対して直角方向に前記構造物を補強する他の連続繊維シ
ートの通過を許容するための溝が設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か一項に記載の連続繊維シート固定部材。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか一項に記載の連続繊維シート固定部材と、該連続繊維シート固定
部材の前記シート巻き掛け部に巻き掛けて定着させられる前記連続繊維シートとを含む構
造物補強構造であって、
　前記シート巻き掛け部の構造物側の面が前記連続繊維シートと定着していないことを特
徴とする構造物補強構造。
【請求項６】
連続繊維シートを、補強を要する構造物に貼り付ける工程と、
　前記連続繊維シートの両端を、請求項１～４のいずれか一項に記載の連続繊維シート固
定部材のシート巻き掛け部に巻き掛けながら、前記構造物に貼り付けた前記連続繊維シー
ト上に、前記連続繊維シート固定部材のシート巻き掛け部の構造物側の面を前記連続繊維
シートに接着しないで前記連続繊維シート固定部材を載置、位置決めする工程と、
前記連続繊維シート固定部材のフランジ部に設けられた貫通孔又は切り欠き部と固定手段
とを用いて連続繊維シート固定部材を構造物に固定する工程と、
前記連続繊維シートの両端を端部定着面に定着させる工程と、
を具備する構造物補強工法。
【請求項７】
前記連続繊維シートは、炭素繊維であることを特徴とする請求項６に記載の構造物補強工
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＣ造やＳＲＣ造などの既存のコンクリート建造物の耐震性を高めるために
、高強度連続繊維シートを用いて補強する際に、好適に用いられる連続繊維シート固定部
材及びこれを用いた構造物補強工法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリート構造部材の補強方法として、炭素繊維シートなどの高強度連続繊維シート
を用いた補強方法が行われていることが従来から知られている。この方法は、例えば、柱
や梁などの補強をする場合、コンクリート躯体の表面にエポキシ樹脂などの接着剤を用い
て連続繊維シートを貼り付けて閉鎖型に巻き付けるもので、連続繊維シートが樹脂により
コンクリート躯体に密着してこれを被覆した状態で、その補強効果を発揮させることがで
きる。
【０００３】
　一方、既存の実構造物の補強を考えた場合、補強したい柱や梁に壁やスラブなどが付帯
していることで、連続繊維シートを閉鎖型に巻き付けることが難しい場合が多い。この様
な場合において、補強したい柱や梁の一部の表面に単に連続繊維シートを強固に接着した
だけでは、独立した柱や梁の全周を閉鎖型に巻き付ける補強方法に比べ、その補強効果は
極めて低いものとなる。
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 また、壁やスラブのような面状の部材を補強する際には、連続繊維シートの両端を壁や
スラブ、あるいはそれらの周囲の柱や梁に確実に定着する必要がある。
【０００４】
　そこで連続繊維シートの両端をしっかりと固定して構造物の補強効果を高めるために、
従来様々な試みがなされてきた。特許文献１、特許文献３及び特許文献８では、構造物に
貼り付けた連続繊維シートに、連続繊維シートを補強するための定着プレートを接着剤で
接着し、この定着プレートの上からアンカーボルトで連続繊維シートを押さえることによ
る構造物補強技術を開示している（以下、「Ａタイプ」という。図１０参照）。
【０００５】
　特許文献６では、構造物の柱又は梁と壁又はスラブとの隅部に円形棒材を設けて、この
円形棒材に柱又は梁に貼り付けた連続繊維シートを巻き付けて折り返し、貼り付けた連続
繊維シートと折り返した連続繊維シートの両方を、定着アングルといわれるＬ字型押さえ
部材とアンカーボルトとで押さえることによる構造物補強技術を開示している（以下、「
Ｂタイプ」という。図１１参照）。
【０００６】
　特許文献２及び特許文献３では、柱又は梁と壁との隅部まで連続繊維シートを貼り付け
た後、この隅部に位置する連続繊維シート端部に、Ｌ字型の定着アングルを接着し、連続
繊維シート接着面でない方向にアンカーボルトを打ち込んで連続繊維シートを固定するこ
とによる構造物補強技術を開示している（以下、「Ｃタイプ」という。図１２参照）。
【０００７】
　特許文献４では、柱又は梁と壁との隅部に円筒形定着冶具を設け、連続繊維シートをこ
れに巻きつけ、連続繊維シートを貼り付けた後、この円筒形定着冶具へ連続繊維シート接
着面でない方向にアンカーボルトを打ち込んで、連続繊維シートを固定することによる構
造物補強技術を開示している（以下、「Ｄタイプ」という。図１３参照）。
【０００８】
　特許文献７では、Ｕ字型に加工した冶具に予め連続繊維シートを貼り付けておき、躯体
側に貼り付けた連続繊維シートにこれを貼り合わせて定着させることによる構造物補強技
術を開示している（以下、「Ｅタイプ」という。図１４参照）。
【特許文献１】特開平９－１４４３３８号公報
【特許文献２】特開平９－１４４３３９号公報
【特許文献３】特開平９－１４４３３４号公報
【特許文献４】特開平１０－２９８９３０号公報
【特許文献５】特開平１０－２５２０１８号公報
【特許文献６】特開平１０－２３８１３４号公報
【特許文献７】特開２０００－２７４０８５号公報
【特許文献８】特開２００５－０６８９２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、上述の種々の構造物補強技術では、強度計算上、十分な補強効果を呈していな
い。具体的には、Ａタイプでは、構造物に貼り付けた連続繊維シートにアンカーボルトを
打ち込むことにより、連続繊維シートを切断してしまい、シート貼り付け面積が減少し、
また、押さえつけが不十分になることから、補強効果が低下するという問題がある。これ
に対して、貼り付ける繊維を厚くするなどして繊維補強量を多くすると、定着プレート及
びアンカーボルトのサイズが大きくなるため、これら補強資材の重量が増して作業性が劣
る。さらに、定着プレート等のサイズが大きくなるのに伴って、繊維切断面積も増加する
上、定着プレートと連続繊維シートの接着部分は構造計算上有効な補強範囲に算定されな
いため、繊維補強量を多くすることによっても、補強効果を飛躍的に向上させることはで
きないという問題もある。
【００１０】



(4) JP 4836618 B2 2011.12.14

10

20

30

40

50

　Ｂタイプでは、円形棒材の径が小さく、連続繊維シートの応力を円形棒材に有効に伝達
してこれを吸収できないという問題がある。また、円形棒材に隣接する位置にＬ字型の定
着アングルで連続繊維シートを押さえつけるときに、定着アングルの角で巻き返したシー
トが切れる可能性があり、さらに、この定着アングルの上からアンカーボルトで連続シー
トを押さえ込むため、Ａタイプと同様に、連続繊維シートを切断してしまい、結果的に補
強効果が低下するという問題もある。
【００１１】
　Ｃタイプでは、連続繊維シートに直接アンカーボルトを打ち込まないため、連続繊維シ
ートが切断されることはない。しかし、連続繊維シートの幅や厚さの増加による補強量の
増加がある場合には、これを重量と圧力で押さえ込む定着プレートやアンカーボルトのサ
イズが必然的に大きくなり、これらの重量の増加は作業性を低下させるという問題がある
。また、上述と同様に、定着プレートと連続繊維シートの接着部分は有効な補強範囲に算
定できないという問題もある。さらに、定着プレートを連続繊維シートの引張り張力Ｐと
反対方向に打ち付けて固定するとき、固定力をモーメントＰ・ｅ（引張り張力Ｐとアンカ
ーボルト－柱間距離ｅの積）に抵抗させるべく、定着プレートのサイズを大きくする必要
があるという問題がある。
【００１２】
　Ｄタイプでは、円筒形定着冶具へアンカーボルトを打ち込むため、結果的に、円筒形定
着冶具に巻き付けてある連続繊維シートを切断してしまい、補強効果が低下するという問
題がある。また、施工面においても、現場で連続繊維シートを円筒形定着冶具に巻き付け
て、連続繊維シートが弛まないように固定することが困難であるという問題がある。さら
に、円筒形定着冶具を連続繊維シートの引張り張力Ｐと反対方向に打ち付けて固定すると
き、固定力をモーメントＰ・ｅ（引張り張力Ｐとアンカーボルト－柱間距離ｅの積）に抵
抗させるべく、円筒形冶具のサイズを大きくする必要があるという問題もある。
【００１３】
　Ｅタイプでは、躯体に貼り付けた連続繊維シートとの定着が定着冶具よりも外側となる
ため、定着範囲が長くなる。また、定着冶具と連続繊維シートの接着部分は有効な補強範
囲に算定できないという問題がある。
【００１４】
　本発明は、前記諸点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、連続繊維
シートを切断することなく構造物を簡単に且つより効果的に補強することができる、軽量
でコンパクトな形状の連続繊維シート固定部材及びこれを用いた構造物補強工法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　以下、本発明について説明する。なお、本発明の理解を容易にするために添付図面の参
照符号を括弧書きにて付記するが、それにより本発明が図示の形態に限定されるものでは
ない。
【００１６】
　請求項１の発明は、連続繊維シート（２０）（以下、「シート」ということもある。）
を構造物の面（１０１又は１０２）に接合し、その両端（２７、２８）を固定する構造物
の補強工事に使用される連続繊維シート固定部材（１０、１２）（以下、「シート固定部
材」ということもある。）であって、
連続繊維シート固定部材は、連続繊維シートの端部を巻き掛けて定着させるためのシート
巻き掛け部（３０、３２）（以下、「巻き掛け部」ということもある。）と、シート巻き
掛け部の連続繊維シート巻き掛け方向に対して直角方向両脇に設けられているフランジ部
（４０、４２）とを具備しており、
シート巻き掛け部の断面形状は、巻き掛け部の少なくとも二つの角が滑らかな曲面となる
ような略三角形又は構造物側の面（７０）が平面である略楕円形であり、
シート巻き掛け部は、構造物側の面と、連続繊維シートの端部を巻き掛けて定着させる端
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部定着面（９０）とを有しており、
連続繊維シートの端部の巻き掛け部への巻き掛け及び定着が、端部を残して構造物に接着
された連続繊維シート上に連続繊維シート固定部材を載置した後、端部を巻き掛け部に巻
き掛けて、その端部定着面に定着するように定着することによって行われ、
フランジ部には、連続繊維シートの両端の構造物上に固定手段（５０）を取り付けて、連
続繊維シート固定部材を固定するための貫通孔（６０、６１、６２、６３）又は切り欠き
部が設けられていることを特徴とする連続繊維シート固定部材によって、前記課題を解決
しようとするものである。
【００１７】
　「連続繊維シート固定部材」は、梁又は柱と壁とが直交する隅部、又は梁とスラブが直
交する隅部における、梁もしくは柱又は壁もしくはスラブのいずれかにアンカーボルトの
ような固定手段によって取り付けられることにより使用される。
【００１８】
　「シート巻き掛け方向」とは、連続繊維シートの端部をシート巻き掛け部に巻き掛ける
ために引っ張る方向をいう。
【００１９】
　「シート巻き掛け部」とは、連続繊維シートの端部を接着剤等により定着させる部分で
あって、その断面形状は、連続繊維シート引っ張り方向側の少なくとも二つの角が滑らか
な曲線を有する略三角形が、加工上又は施工上好ましいが、構造物側の面が平面である略
楕円形であってもよい。シート巻き掛け部を連続繊維シート上に載置するときは、補強効
果を向上させるため、巻き掛け部の構造物側の面に接着剤等で定着させないことが好まし
い。「曲面」は、滑らかであるほど連続繊維シートが切断されにくく、好ましい。また、
シート巻き掛け部のシート巻き掛け方向の長さは、長すぎると加工上、施工上又は強度上
問題が出てくるが、ある程度長いほうがシートの定着面積が広くなるため、補強効果が高
まり好ましい。「構造物側の面」とは、シート巻き掛け部の構造物に面した面のことを指
す。
【００２０】
　本発明における「フランジ部」は、シート巻き掛け部を構造物に固定するために、シー
ト巻き掛け方向に対して直角方向両脇に設けられている鍔状の板である。フランジ部は、
シート巻き掛け部に、構造物から少し持ち上げる程度の高さを確保しつつ、フランジ部自
体は構造物に密着するように設けられていることが好ましい。シート巻き掛け部と構造物
との間には連続繊維シートが通されるからである。
【００２１】
　また、フランジ部の厚さは、フランジ部をシートの構造物定着面方向に固定手段によっ
て固定する場合には、ある程度薄くてもよい。一方、フランジ部を、シートの引っ張り方
向に固定手段によって固定する場合には、フランジ部の形状は略直方体（肉厚の板）とな
り、固定手段を設けるための貫通孔又は切り欠きは、この略直方体のフランジ部に設けら
れる。
【００２２】
　「端部定着面」とは、連続繊維シートの端部を巻き掛けてシートの端を貼り付ける面で
、シート巻き掛け部の構造物側の面以外の面を指す。
【００２３】
　「固定手段」には、アンカーボルトを用いることが好ましいが、構造物に対して十分な
強度を維持できる固定手段であれば、これに限られない。また、フランジ部には、固定手
段を設けるための「貫通孔」を設けるが、例えば、夫々の貫通孔を円形とすると、施工時
に壁やスラブに明けたボルト固定用の穴の位置ずれにより、フランジ部の貫通孔と一致し
ない場合も出てくる。そこで、これを防いで、この横方向寸法誤差をオフセットするため
に、片方の貫通孔をフランジ部が延びる方向に長くしてもよいし、あるいは、貫通孔の代
わりに、フランジ部が延びる方向に開口するようなスリット状の「切り欠き部」を設ける
ことが好ましい。
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【００２４】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の連続繊維シート固定部材において、連続繊維シー
トの端部の巻き掛け部への巻き掛け及び定着が、シート巻き掛け部の構造物側の面を連続
繊維シートに定着させずに行われることを特徴とする。
  請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の連続繊維シート固定部材において、
シート巻き掛け部の構造物側の面に、連続繊維シートの通過を許容する程度の幅及び深さ
を有する溝が設けられていることを特徴とする。
  請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の連続繊維シート固定部
材において、巻き掛け部の構造物側の面、及び、フランジ部の構造物側の面には、連続繊
維シート引っ張り方向に対して直角方向に構造物を補強する他の連続繊維シート（２５）
の通過を許容するための溝（８０）が設けられていることを特徴とする。
【００２５】
　請求項４に記載の発明において、「溝」は、連続繊維シート固定部材の両脇の両フラン
ジ部を貫く方向に、その幅よりも小さく、一方、連続繊維シートの幅と略同一又はこれよ
りも大きくなるように設けられている必要がある。また、溝の深さは、他の連続繊維シー
トが納まる程度の深さを有している必要がある。
  請求項５の発明は、請求項１～４のいずれか一項に記載の連続繊維シート固定部材と、
該連続繊維シート固定部材のシート巻き掛け部に巻き掛けて定着させられる連続繊維シー
トとを含む構造物補強構造であって、シート巻き掛け部の構造物側の面が連続繊維シート
と定着していないことを特徴とする構造物補強構造である。
【００２６】
　請求項６の発明は、連続繊維シート（２０）を、補強を要する構造物（１０１）に貼り
付ける工程と、連続繊維シートの両端（２７、２８）を、請求項１～５のいずれか一項に
記載の連続繊維シート固定部材（１０、１２、１５）のシート巻き掛け部（３０、３２、
３５）に巻き掛けながら、構造物に貼り付けた連続繊維シート上に、連続繊維シート固定
部材のシート巻き掛け部の構造物側の面（７０、７５）を連続繊維シートに接着しないで
連続繊維シート固定部材（１０、１２、１５）を載置、位置決めする工程と、連続繊維シ
ート固定部材のフランジ部（４０、４２、４５）に設けられた貫通孔（６０、６１、６２
、６３、６５、６６）又は切り欠き部と固定手段（５０、５０）とを用いて連続繊維シー
ト固定部材を構造物に固定する工程と、連続繊維シートの両端を端部定着面（９０、９２
、９５）に定着させる工程と、を具備する構造物補強工法によって、前記課題を解決しよ
うとするものである。
【００２７】
　請求項６の発明において、一の連続繊維シートを構造物に貼り付ける工程の後、斯かる
連続繊維シートの引っ張り方向に対して直角方向を補強する他の連続繊維シートを貼り付
ける場合には、請求項４に記載の連続繊維シート固定部材を用いて構造物を補強する。他
の連続繊維シートは、連続繊維シート固定部材の取り付け位置に、斯かるシート固定部材
の長手方向に沿って貼り付けられる。
【００２８】
　請求項７の発明は、請求項６に記載の構造物補強工法において、連続繊維シートは、炭
素繊維であることを特徴とする。「炭素繊維シート」には、両面メッシュタイプ、クロス
タイプ（一方向織物）、又は離型紙タイプ等があり、これらのいずれかを用いることが好
ましいが、これらに限定されない。
【発明の効果】
【００２９】
　請求項１に記載の発明によれば、連続繊維シートを切断することなく構造物を簡単に且
つより効果的に補強することができる、軽量でコンパクトな形状の連続繊維シート固定部
材を提供することができる。
【００３０】
　請求項４に記載の発明によれば、二つの互いに直角する連続繊維シートを用いて構造物
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をさらに強固に補強することができる、軽量でコンパクトな形状の連続繊維シート固定部
材を提供することができる。
【００３１】
　請求項６に記載の発明によれば、連続繊維シートと請求項１～４のいずれか一項に記載
の連続繊維シート固定部材を使用して、簡単に取り付けることができつつも、構造物に十
分な補強効果を与えることができる構造物補強工法を提供することができる。
【００３２】
　請求項７に記載の発明によれば、連続繊維シートが炭素繊維であるとき、構造物に十分
な補強効果を与えることができる構造物補強工法を提供することができる。
【００３３】
　本発明のこのような作用及び利得は、次に説明する発明を実施するための最良の形態か
ら明らかにされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下本発明を図面に示す実施形態に基づき説明する。
【００３５】
　図１は、本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材に連続繊維シートを固定し
て構造物に取り付けた状態を示す斜視図である。なお、連続繊維シート固定部材１０が取
り付けられている構造物は、連続繊維シート固定部材１０が載置されている面１０１とこ
の面に直交している面１００、１０２を有している。図示の連続繊維シート固定部材１０
は、連続繊維シート２０を面１０１に定着し、その両端２７（２８）を固定する面の補強
工事に使用される部材であって、連続繊維シート固定部材１０は、連続繊維シート２０の
端部２７（２８）を巻き掛けて定着させるためのシート巻き掛け部３０と、シート巻き掛
け部３０の連続繊維シート巻き掛け方向に対して直角方向両脇に設けられているフランジ
部４０、４１とを具備しており、
シート巻き掛け部３０の断面形状は、シート巻き掛け部３０の少なくとも二つの角が滑ら
かな曲線を有する略三角形又は構造物側の面が平面である略楕円形であり、
シート巻き掛け部３０は、構造物側の面と、連続繊維シートの端部を巻き掛けて定着させ
る端部定着面９０とを有しており、
連続繊維シート２０の端部２７（２８）の巻き掛け部への巻き掛け及び定着が、端部２７
（２８）を残して面１０１に接着された連続繊維シート２０上に連続繊維シート固定部材
１０を載置した後、端部２７（２８）を巻き掛け部３０に巻き掛けて、その端部定着面９
０に定着することによって行われ、フランジ部４０、４１には、連続繊維シート２０の両
端の面１０１上に固定手段５０を取り付けて、連続繊維シート固定部材１０を固定するた
めの貫通孔６０、６１又は切り欠き部が設けられている。
【００３６】
　図示のように、本発明は、シート巻き掛け部３０とフランジ部４０、４１が一体的に加
工されている固定部材であり、シート巻き掛け部３０に連続繊維シート２０の端部２７（
２８）を巻き掛けて定着させ、一方、フランジ部４０、４１にはシート固定部材１０を面
１０１に固定させるというように、役割を分けている。したがって、本発明は、従来技術
と異なり、連続繊維シート２０を切断することなくその端部２７、２８を面１０１及びも
う片方の端部を定着させる面にしっかりと固定して、面１０１、１０２に十分な補強効果
を与えることができるものである。
【００３７】
　図１に示す連続繊維シート固定部材１０は、構造物、例えば、梁又は柱（ここでは面１
０１）と壁（ここでは面１００）とが交わる隅部における、梁又は柱上に、アンカーボル
トのような固定手段によって取り付けられることにより使用される。この固定部材１０を
用いた施工方法は、後に詳述する。
【００３８】
　図２は、本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材を示す断面図である。図２
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（ａ）は、本発明の第一の実施形態として、連続繊維シート固定部材１０のシート巻き掛
け部３０と、その両脇に設けられているフランジ部４０（４１）の横方向から見た位置関
係を説明している。次に、図２（ｂ）と図２（ｃ）は、図２（ａ）を分解した各部位を説
明している。図２（ｂ）は、本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材１０のシ
ート巻き掛け部３０の断面図である。一方、図２（ｃ）は、本発明の第一の実施形態の連
続繊維シート固定部材１０のフランジ部４０の断面図である。これらの図面に基づいて、
連続繊維シート固定部材１０のシート巻き掛け部３０及びフランジ部４０（４１）につい
て、以下説明する。
【００３９】
　シート巻き掛け部３０は、連続繊維シート２０の端部２７（２８）を接着剤等により定
着させるための部分である（図２（ａ）参照）。その断面形状は、図２（ｂ）に示すよう
に、構造物側の面と、連続繊維シート２０の端部２７（２８）を定着させる端部定着部９
０が曲面となるような面とによって囲まれてできる図形であり、略三角形又は構造物側の
面が平面である略楕円形であることが好ましい。シート２０上に連続繊維シート固定部材
１５を安定的に載置するために、シート巻き掛け部３０の構造物側に平面であることが必
要であり、また、巻き掛けたシート２０が切断されないように、シート巻き掛け部３０の
特にＲ１で示す範囲では、角がない滑らかな曲面を具備する必要があるからである。また
、この形状は、加工上、施工上及び外観上においても好ましい。
【００４０】
　構造物側の面が平面であることが好ましいのは、そのほうがシート巻き掛け部３０を連
続繊維シート２０上に載置して、シート固定部材１０を面１０１に固定する際に作業性が
よいからである。
【００４１】
　上述した断面形状のうち、略三角形は、面１００側（図１参照）の少なくとも二つの角
が滑らかな曲面となるような三角形が好ましいが、三つの角すべてが曲面を有していても
よい。シートの端部２７（２８）を定着させる端部定着部９０は、平面であるほうが好ま
しい。その理由としては、凹凸がないほうがシート２０の端部定着面９０への定着作業が
簡単だからである。また、この形状のほうが、室内の隅部等に施工する場合には、シート
固定部材の形状が目立ちにくく、外観上も好ましい。しかし、端部定着面９０は、必ずし
も平面である必要はなく、構造物側の面７０が平面になっている略楕円形の場合にできる
ような曲面であってもよい。
【００４２】
　少なくとも二つの角に設けられた滑らかな曲面は、その曲率が滑らかであるほど連続繊
維シートの端部２７（２８）にかかる応力が分散吸収されるために連続繊維シートが切断
されにくく、好ましい。
【００４３】
　また、シート巻き掛け部３０のシート巻き掛け方向の長さは、長すぎると加工上、施工
上又は強度上問題が出てくるが、ある程度長いほうがシートの定着面積が広くなるため、
補強効果が高まり好ましい。
【００４４】
　図２（ｃ）に示すように、連続繊維シート固定部材１０のフランジ部４０（４１）は、
シート巻き掛け部３０を面１０１に固定するために、シート巻き掛け方向に対して直角方
向両脇に設けられている板状の部分である（図１参照）。このフランジ部４０（４１）に
は貫通孔６０（６１）又は切り欠き部が設けられている。そして、この貫通孔６０（６１
）又は切り欠き部にアンカーボルトのような固定手段５０（図２（ａ）参照）を挿入して
、フランジ部４０（４１）を面１０１に密着させて固定することにより、連続繊維シート
固定部材１０全体を面１０１に固定させている。
【００４５】
　フランジ部の厚さは、フランジ部４０（４１）を面１０１に対して固定手段５０によっ
て固定するため、加工上及び施工状及びコストの面から、強度を保てる程度に薄肉の板状
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であることが好ましい。
【００４６】
　図３は、本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材を示す説明図である。図３
（ａ）は、本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材に連続繊維シートを固定し
て構造物に取り付けた状態を示す平面図である。図３（ｂ）と図３（ｃ）は、図３（ａ）
の連続繊維シート固定部材の正面断面図の例を示している。図３（ａ）に示すとおり、シ
ート巻き掛け部３０は連続繊維シート２０を介して面１０１に、フランジ部４０は直接面
１０１に固定される。
【００４７】
　したがって、図３（ｂ）で示すように、シート巻き掛け部３０とフランジ部４０の位置
関係は、シート巻き掛け部３０の構造物側の面７０とフランジ部４０の面１０１への定着
面７７、７８は、ほぼ同一面になるように設けられていてもよい。斯かる場合には、連続
繊維シート固定部材１０のシート巻き掛け部３０を面１０１に定着させたシート２０の上
に載置したときに、フランジ部４０、４１はシート２０の厚さ分だけやや浮き上がるが、
板状のフランジ部４０の弾性を利用してボルト締めを行えば、シート２０はより強固に面
１０１に押し付けられ、密着する。
【００４８】
　一方、図３（ｃ）で示すように、シート２０にある程度の厚みがある場合、又は、フラ
ンジ部が厚く、弾性力があまり期待できないような場合には、連続繊維シート固定部材１
０’のシート巻き掛け部３０’の構造物側の面７０’に、シート２０の通過を許容する程
度の幅及び深さを有する溝８２を設けてもよい。また、溝を設ける代わりとして、フラン
ジ部４０’、４１’は、シート巻き掛け部３０’の構造物側の面７０’をシート２０’の
厚さ分構造物から持ち上げつつ、フランジ部４０’、４１’の定着面７７’、７８’は面
１０１に密着するように設けられていてもよい。
【００４９】
　固定手段には、アンカーボルトを用いることが好ましいが、構造物に対して十分な強度
を維持できる固定手段であれば、これに限られない。
【００５０】
　また、固定手段５０を取り付けてフランジ部４０、４１を面１０１に固定するための貫
通孔６０、６１は、例えば、夫々の貫通孔を円形とすると、施工時に壁やスラブに空けた
ボルト固定用の穴の位置ずれにより、フランジ部の貫通孔と一致しない場合も出てくる。
そこで、これを防いで、この横方向寸法誤差をオフセットするために、片方の貫通孔６１
、または両方の貫通孔６０と６１とをフランジ部が延びる方向に長くしてもよいし、ある
いは、貫通孔の代わりに、フランジ部が延びる方向に開口するようなスリット状の切り欠
き部を設けることが好ましい。
【００５１】
　図４は、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材に連続繊維シートを固定し
て構造物に取り付けた状態を示す斜視図である。図５は、本発明の第二の実施形態の連続
繊維シート固定部材を示す断面図である。図５（ａ）は、本発明の第二の実施形態として
、連続繊維シート固定部材１５のシート巻き掛け部３５と、その両脇に設けられているフ
ランジ部４５（４６）の横方向から見た位置関係を説明している。次に、図５（ｂ）と図
５（ｃ）は、図５（ａ）を分解した各部位を説明している。図５（ｂ）は、本発明の第二
の実施形態の連続繊維シート固定部材１５のシート巻き掛け部３５の断面図である。一方
、図５（ｃ）は、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材１５のフランジ部４
５の断面図である。さらに、図６は、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材
を示す説明図である。図６（ａ）は、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材
に連続繊維シートを固定して構造物に取り付けた状態を示す平面図である。図６（ｂ）は
、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材１５を示す平面図である。図６（ｃ
）は、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材１５を示す断面図である。
【００５２】
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　図４に示すように、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材１５は、その基
本構造が、本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材１０と同様に、シート巻き
掛け部とフランジ部を具備する点で共通している。しかし、図５（ａ）及び図６に示すよ
うに、本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材１５のシート巻き掛け部３５の
構造物側の面７５と、フランジ部４５（４６）の定着面７９には、夫々、巻き掛けるシー
ト２０と直角方向に配置される他の連続繊維シート２５の通過を許容する溝８５、８６（
図５（ｂ）参照）、８７が設けられている点で、第一の形態の連続繊維シート固定部材１
０と異なる。これらの図面に基づいて、この連続繊維シート固定部材１５の構成要素につ
いて以下説明する。これらの図面に基づいて、連続繊維シート固定部材１０のシート巻き
掛け部３０及びフランジ部４０（４１）について、以下説明する。
【００５３】
　図５（ｂ）に示すように、シート巻き掛け部３５の全体的な形状は、本発明の第一の実
施形態と同様、略三角形又は構造物側の面が平面である略楕円形であることが好ましい。
シート２０上に連続繊維シート固定部材１５を安定的に載置するために、シート巻き掛け
部３５の構造物側に平面である必要があり、また、巻き掛けたシート２０が切断されない
ように、シート巻き掛け部３５の特にＲ２で示す範囲では、角がない滑らかな曲面を具備
する必要があるからである。また、この形状は、加工上、施工上及び外観上においても好
ましい。
【００５４】
　図６（ｂ）及び図６（ｃ）に示すように、シート巻き掛け部３５の構造物側の面７５に
は、巻き掛ける連続繊維シート２０と直角方向に配置される他の連続繊維シート２５の通
過を許容する両フランジ部４５、４６を貫く方向の溝８６が設けられていることが好まし
い。シート巻き掛け部３５と面１０１との間には、シート巻き掛け部３５に巻き掛けて定
着させる連続繊維シート２０が介在する。さらに、この連続繊維シート２０に直交するよ
うに他の連続繊維シート２５を配置すれば、固定部材１５のシート巻き掛け部３５と面１
０１との間に連続繊維シート２０及び２５が重なって介在することになり、フランジ部が
その厚さ分、面１０１から浮き上がるからである。
【００５５】
　巻き掛け部３５の溝８６の深さが連続繊維シート２５の厚さ分である場合には、フラン
ジ部４５は連続繊維シート２０の厚さ分浮き上がるため、フランジ部の弾性を利用してボ
ルト締めを行えば、連続繊維シート２０及び２５を強固に面１０１に固定することができ
る。一方、巻き掛け部３５の溝８６の深さが連続繊維シート２０及び２５の厚さを合計し
た深さである場合には、フランジ部４５をよりしっかり面１０１に固定することができ、
また、フランジ部４５が肉厚で弾性を利用できない場合にはより好ましい。
【００５６】
　また、図５（ｃ）及び図６（ｃ）に示すように、本発明の第二の実施形態の連続繊維シ
ート固定部材１５のフランジ部４５、４６の断面図は、本発明の第二の実施形態の連続繊
維シート固定部材１５のフランジ部４０と同じ構造のフランジ部の定着面に他の連続繊維
シート２５の通過を許容する溝８５、８７を設けている。
【００５７】
　シート巻き掛け部３５及びフランジ部４５、４６には他の連続繊維シート２５の通過を
許容する溝８５、８６、８７が設けられているが、この溝８５、８６、８７の幅は、他の
連続繊維シート２５の幅と略同一又はやや広めの幅であることが好ましい。
【００５８】
　フランジ部４５は、折り曲げ加工又は溶接等により、巻き掛け部３５を持ち上げるよう
に設けることで、巻き掛け部３５に溝８６を設けないでも他の連続繊維シート２５の通過
を許容することができる。
【００５９】
　図７は、本発明の第三の実施形態の連続繊維シート固定部材１２を示す斜視図である。
本発明の第三の実施形態の連続繊維シート固定部材１２は、シート固定部材１２を、シー
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ト固定部材１２の載置方向と垂直の面１００方向に固定することができる、本発明の第一
及び第二の実施形態の変形例である。すなわち、本発明の第三の実施形態では、第一及び
第二の実施形態と固定方向が異なるため、フランジ部の形状が異なる。したがって、ここ
では、シート巻き掛け部３２の説明は省略し、フランジ部４２のみ、以下に説明する。
【００６０】
　フランジ部４２の形状は略直方体（肉厚の板）が好ましい。換言すれば、まず、フラン
ジ部４２は、施工上、連続繊維シート２０を定着させる面１０１に定着する面には一定の
面積を有していることが好ましい。また、面１０１に直交方向に隣接する面１００に対し
て固定手段５０を取り付けるための貫通孔６２、６３又は切り欠き部を設けたときの強度
を確保するために、フランジ部４２、４３には、フランジ部４２、４３を載置する面１０
１に対して高さがあるほうが好ましい。したがって、本発明の第三の実施形態によるフラ
ンジ部４２は、略直方体の肉厚な構造になる。
【００６１】
　固定手段を設けるための貫通孔６２、６３は、斯かる夫々の略直方体のフランジ部４２
、４３の面１０２側の面の中央部から面１００方向に面１００と平行に設けられているこ
とが好ましい。
【００６２】
　上述の本発明の第一、第二及び第三の夫々の実施形態による連続繊維シート固定部材１
０、１２、１５の素材は、コンクリート製構造物の補強にかかる力に耐えうる強度と、シ
ート固定部材の加工性等の観点から、金属であることが好ましい。
【００６３】
　次に、図１を使って、本発明に係る連続繊維シート固定部材を用いた構造物補強工法を
説明する。本発明の第一又は第三の実施形態による連続繊維シート固定部材１０、１２を
用いて構造物を補強する場合には、以下の工程を行う。
【００６４】
　本発明の第一の実施形態による連続繊維シート固定部材を用いた構造物補強工法は、第
一の工程で、連続繊維シート２０の両端２７（２８）を少し余らせながら、これを、補強
を要する面１０１に貼り付ける。第二の工程では、余らせた連続繊維シート２０の両端２
７（２８）を、連続繊維シート固定部材１０のシート巻き掛け部３０に巻き掛けながら、
面１０１に貼り付けた連続繊維シート２０上に、連続繊維シート固定部材１０のシート巻
き掛け部３０の構造物側の面７０（図２参照）を、連続繊維シート２０に接着しないで連
続繊維シート固定部材１０を載置、位置決めする。第三の工程では、連続繊維シート固定
部材１０のフランジ部４０に設けられた貫通孔６０、６１又は切り欠き部と固定手段５０
とを用いて連続繊維シート固定部材１０を面１０１に固定する。最後の工程では、連続繊
維シート２０の両端２７（２８）を端部定着面９０に定着させ、これら四工程により、一
通りの補強工法が完結する。
【００６５】
　本工法では、特に、第二の工程で、シート巻き掛け部３０の構造物側の面７０をシート
２０に接着剤等により定着させないで固定することが重要である。斯かる構造物側の面７
０を接着してしまうと、シート２０を巻き掛けるために引っ張った方向と反対方向の張力
に対する連続繊維シート２０の有効補強面積が、連続繊維シート固定部材１０の手前まで
の領域となってしまうからである。しかし、シート巻き掛け部３０の構造物側の面７０を
シート２０に接着剤等により定着させないで固定すれば、シート２０の端部２７（２８）
まで、有効補強範囲として算定されるため、より高い補強効果を有するので好ましい。
【００６６】
　次に、図４を見ながら、本発明の第二の実施形態による連続繊維シート固定部材を用い
た構造物補強工法を、以下の工程で説明する。第一の工程では、連続繊維シート２０の両
端２７（２８）を少し余らせながら、これを、補強を要する面１０１に貼り付ける。第二
の工程では、余らせた連続繊維シート２０の両端２７（２８）の根元部分に、他の連続繊
維シート２５を、連続繊維シート２０に直角になるように定着させる。第三の工程では、
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余らせた連続繊維シート２０の両端２７（２８）を、連続繊維シート固定部材１０のシー
ト巻き掛け部３０に巻き掛けながら、面１０１に貼り付けた連続繊維シート２０及び２５
の交わる点上に、連続繊維シート固定部材１５のシート巻き掛け部３５の構造物側の面７
５を、連続繊維シート２０に接着しないで連続繊維シート固定部材１５を載置、位置決め
する。第四の工程では、連続繊維シート固定部材１０のフランジ部４０に設けられた貫通
孔６０、６１又は切り欠き部と固定手段５０とを用いて連続繊維シート固定部材１０を面
１０１に固定する。最後の工程では、連続繊維シート２０の両端２７（２８）を端部定着
面９０に定着させ、これら五工程により、一通りの補強工法が完結する。
【００６７】
　本発明の第二の実施形態による連続繊維シート固定部材１５を用いた構造物補強工法は
、本発明の第二の実施形態による連続繊維シート固定部材１５の溝を活かすべく、第二の
工程で、余らせた連続繊維シート２０の両端２７（２８）の根元部分に、他の連続繊維シ
ート２５を、連続繊維シート２０に直角になるように定着させる点が特徴的である。
【００６８】
　他の連続繊維シート２５には、あらかじめボルトなどの固定手段５０を設けるための貫
通孔を設けていてもよい。
【００６９】
　図７に示す本発明の第三の実施形態による連続繊維シート固定部材１２を用いた構造物
補強工法は、本発明の第一及び第二の実施形態による連続繊維シート固定部材１０、１５
を用いた構造物補強工法固定手段とその固定方向のみが異なるため、第三の実施形態を用
いた構造物補強工法の説明は省略する。
【００７０】
　本発明の第三の実施形態による連続繊維シート固定部材１２を用いた構造物補強工法で
は、固定方向が連続繊維シート２０の定着面と異なるため、本発明の第二の実施形態によ
る連続繊維シート固定部材１５を使用する場合における、他の連続繊維シート２５をシー
ト固定部材１５のフランジ部４５の溝８５、８６、８７に通過させるようなときには、固
定手段５０で通過させたシート２５を切断することがなく、構造物のこのシート２５方向
のも十分に補強ができるため、好ましい。
【００７１】
　図８は、本発明に係る連続繊維シート固定部材１０、１２を用いた構造物補強工法の一
例を示す説明図である。図８（ａ）は、本発明の第一の実施形態による連続繊維シート固
定部材１０を用いた構造物補強工法の一例を示した断面図である。連続繊維シート固定部
材１０は、図１で示すように、二つの構造物が直交する隅部に固定して、互いに隣接する
二つの構造物に連続繊維シート２０を貼り付けて固定すると、補強効果が効果的であり、
好ましい。また、同一平面状で、連続繊維シート２０の両端部２７（２８）を引っ張るよ
うに固定してもよい。
【００７２】
　図８（ｂ）は、本発明の第一の実施形態による連続繊維シート固定部材１０を用いた構
造物補強工法の一例を示した断面図である。固定手段は、図８（ａ）のように、個々に独
立した固定手段５０である必要はなく、構造物の柱や梁の向かい合う両側面から連通する
ように構造物に孔を空けて、二つの向かい合う連続繊維シート固定部材１０を共に固定し
てもよい。
【００７３】
　図８（ｃ）は、本発明の第一及び第三の実施形態による連続繊維シート固定部材１０、
１２を組み合わせて用いた構造物補強工法の一例を示した断面図である。本発明の第一の
実施形態による連続繊維シート固定部材１０を構造物の柱等の凸部のない面に配置し、一
方、柱等構造物の凸部の三方は連続繊維シート２０で囲むように巻き付けて、本発明の第
三の実施形態による連続繊維シート固定部材１２でその両端部を固定し、最後に柱等の両
端に設けたシート固定部材１２と、その反対面に設けたシート固定部材１０を夫々連通さ
せて固定すれば、壁やスラブのある柱や梁であっても、連続繊維シート２０で閉鎖的に巻
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き付けて補強したのと同等の補強効果を奏することができ、好ましい。
【００７４】
　図９は、本発明に係る連続繊維シート固定部材を用いた構造物補強工法他の一例を示す
説明図である。図９（ａ）に示すように、耐震壁を打ち抜いて通路を造ったような場合、
打ち抜いた領域の上に残された耐震壁の部分は、他の部分に比べて、構造物の強度が落ち
る。そこで、この部分の強度を補強するために、二本の連続繊維シートを用いて、打ち抜
かれた領域の上に残された耐震壁上で交差するように配置して、両側の耐震壁に連続繊維
シートの両端を固定すれば、斯かる部分の強度を補強することができる。
【００７５】
　また、図９（ｂ）に示すように、耐震壁を打ち抜いて開口を造ったような場合、打ち抜
いた領域の周囲の耐震壁の部分は、他の部分に比べて構造物の強度が落ちる。そこで、こ
の部分の強度を補強するために、四本の連続繊維シートを用いて打ち抜かれた領域の周囲
に井形配置して、かつ開口部の対角線の延長上に斜め方向の連続繊維シートを配置して、
それぞれの連続繊維シートの両端を固定することで、斯かる部分の強度を補強することが
できる。
【００７６】
　さらに、図９（ｃ）に示すように、柱や梁が格子状に配置されている構造物の場合では
、これらにより囲まれた領域が地震などによって崩壊することを防ぐために、囲まれた四
角形に対して対角線上に連続繊維シートを配置して、構造物を補強することもできる。
【００７７】
　以上、現時点において、もっとも、実践的であり、かつ、好ましいと思われる実施形態
に関連して本発明を説明したが、本発明は、本願明細書中に開示された実施形態に限定さ
れるものではなく、請求の範囲および明細書全体から読み取れる発明の要旨或いは思想に
反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を伴う連続繊維シート固定部材及び
これを用いた補強工法もまた本発明の技術的範囲に包含されるものとして理解されなけれ
ばならない。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材に連続繊維シートを固定して
構造物に取り付けた状態を示す斜視図である。
【図２】本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材を示す断面図である。
【図３】本発明の第一の実施形態の連続繊維シート固定部材を示す説明図である。
【図４】本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材に連続繊維シートを固定して
構造物に取り付けた状態を示す斜視図である。
【図５】本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材を示す断面図である。
【図６】本発明の第二の実施形態の連続繊維シート固定部材を示す説明図である。
【図７】本発明の第三の実施形態の連続繊維シート固定部材に連続繊維シートを固定して
構造物に取り付けた状態を示す斜視図である。
【図８】本発明に係る連続繊維シート固定部材を用いた構造物補強工法の一例を示す説明
図である。
【図９】本発明に係る連続繊維シート固定部材を用いた構造物補強工法他の一例を示す説
明図である。
【図１０】Ａタイプの構造物補強技術を示す断面図である。
【図１１】Ｂタイプの構造物補強技術を示す断面図である。
【図１２】Ｃタイプの構造物補強技術を示す断面図である。
【図１３】Ｄタイプの構造物補強技術を示す断面図である。
【図１４】Ｅタイプの構造物補強技術を示す断面図である。
【符号の説明】
【００７９】
１０、１２、１５　連続繊維シート固定部材
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２０、２５　連続繊維シート
２７、２８　端部
３０、３２、３５　シート巻き掛け部
４０、４１、４２、４３、４５、４６　フランジ部
５０　固定手段
６０、６１、６２、６３、６５、６６　貫通孔
７０、７５　構造物側の面
７７、７９　定着面
８０、８５、８６　溝
９０、９２、９５　端部定着部
１００、１０１、１０２　面

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】
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